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いろんな もの を 愛撫し 尽 した 果が、 石に 来る とい ふ 

こと をよ く 聞いた。 屠 琴塢は 多くの 物を玩 賞した が、 

一番 好きな の は 石だった。 一生 かかって 奇石 三十 六 枚 

を貯 へ、 それ を 三十 六 峰に 見立てて、 一 つび とつ 凝つ 

た 名前 をつ け、 客が あると それ を 見せびらかせ たもの 

ださう だ。 鄭板橋 はまた 好んで 石 を 描いた が、 その 石 

とい ふ 石が みんな 醜くて、 ずばぬけて 雄偉な のに は、 

見る 人が びっくりし たとい ふこと だ。 東坡が 『石 は 文 

にして 醜 だ。』 といった の を 思 ひ 合せる と、 石の 醜 さ を 



な 振舞が 上役 人に 聞え て、 元 章 はたう とう 役を罷 めら 

れて しまったが、 彼が 石に 対する 愛情 は、 いきなり 声 

を あげて 

『兄弟 …… 』 

と、 懐し さう に 呼びかけない では ゐられ なかった の 

に 見ても、 それが 如何に 深い もので あつたかが 解る だ 

らう。 

霊 璧は変 つ た 石 を 産す る ので 名高い と- J ろ だが、 米 

元 章 は そこから あまり 遠くない 郡で 役人 をして ゐ たこ 

とがあった。 大の石 好きが、 石の 産地 近くに 来たの だ 



るの を 見た。 彼 は 自分 を舁 いで ゐる 兵卒 を 呼びと めた _ 

『おい。 一寸 ここにお ろして くれ。 あの 不思議な 石が 

眼に ついた から。』 

彼 はつねから 庭石が 好きだつ たので、 今 捕虜と して 

舁 がれて 往く 途中で も、 石 を 見つけて は そのまま 別れ 

て ゆく に 忍びなかった の だ。 

兵卒 は 承知した。 地べたに おろされた 瞿稼軒 は、 側 

に 寄って ためつ すがめ つ 石の 形相 を 見て ゐ たが、 やが 

て 襟 を 正して 丁寧に お辞儀 をした。 

『ここで お前さんに 出逢った の は、 ほんた うに 幸福 だ 

つた。 どうか 永く 側に おいて もら ひたい もの だ。』 
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